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第 1 章では, かかる低湿地の土地生産力を高め, 生産を安定化するための水田造成の方法としては, い
わゆる掘上田にはじまるものとみなし, 著者は, 掘上田が今日なお残存する鎧潟 (新潟県) ･ 十二町潟
(富山県) をはじめ, 旧利根川流域の見沼 ･河原井沼などの湖沼周辺において, 掘上田の機能や形態につ
いて詳細な調査を行なっている｡ また掘上田は湖沼沿岸ばか りでなく, 河川の後背低湿地にもみられるこ
とを, 濃尾平野の輪中地域について論証し, 掘上田による水田造成が, 江戸時代にはじまる湖沼干拓の前
段階をなすものと推定する｡
第 2 章では, 掘上田からさらに進んで, 排水によって湖面を干拓する技術が享保ごろに一応の完成をみ
たことを, 江戸時代に行なわれた多くの湖沼干拓に基づいて明らかにし, とくに, 干拓の成功した紫雲寺
渇(新潟県) ･椿海 (千葉県) ど, 干拓の失敗した印藤沼 (千葉県) ･品井沼 (宮城県) について比較し,
干拓事業の経過や, その成否をもたらした原因について詳述している｡ また琵琶湖沿岸内湖の干拓も, 既
に江戸時代から計画されたにもかかわらず, 湖面の水位を低下せしめるための瀬田川の波操は, 下流の淀
川沿岸に洪水を生ぜしめる危険があ り, 利害が相反して干拓が実現し得なかった経緯についても述べ, 著
者は動力揚排水機を欠く江戸時代では, 自然排水の可能性が, 湖沼干拓の限界をなしたことを指摘する｡
第 3章では, 動力揚排水機の出現による干拓技術の近代化が取 り扱われている｡ しかし明治 ｡大正を通
じて, ほとんど第二次大戦前までは, 海岸干潟地の干拓と比較すれば, 湖沼の干拓は停滞的であった｡ そ
れは, 江戸時代には新田開発が強行され, 低湿地の水田造成はきわめて悪条件のところにまで及んでいた
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ので, 明治以降は湖沼干拓よりも, もっぱら既成田の土地改良に重点が置かれたからである｡ したがって
著者によれば, 湖沼干拓の近代化に一時期を画したのは, 昭和 8年着工の, 動力揚排水機の全面的な利用
戦後, 食糧増産対策の一環として, 湖沼干拓は国営事業をもって全国的に大規模に施行されるようにな り,
琵琶湖内湖 ･霞ガ浦 ･十三潟などをはじめ, 最近では八郎潟の干拓も行なわれた｡ 著者はこれらの干拓事
業について言及するとともに, 今後の湖沼干拓においてほ, 従来の農地造成のみではなく, 擢慨 ･工業用
水の利用など, 地域開発の一環として湖沼干拓も組み入れた綜合計画が必要なことを, 中海干拓事業計画
に基づいて論じている｡
第 4 章 ･第 5 章は, 河北潟 ･邑知潟 ･福島潟 ･柴山潟など, 北陸地方の潟湖についての研究である｡ こ
れらの潟湖は, 部分的な干拓のみで, なお未干拓の湖面が広く残存しているが, 著者は湖沼地形 ･湖底堆
積物 ･湖面水位の変化など, 潟湖の自然的条件と干拓の関係について, 生態学的な方法を加えて考察し,
さらに用水源として, また漁業資源としての潟湖の利用と今後の干拓計画についても論及している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国の農業は水田稲作に中心が置かれているため, 古来土地開発は潅慨施設の発達による水田造成に





を, 歴史地理学的に詳細に究明したことは, わが国の地理学の研究に大きな貢献をなしたものとして, そ
の業績は高く評価されねばならない｡
ただ著者がいうところの, 掘上田による水田造成から湖沼干拓- の技術的発展については, やや史料的
検証に欠ける点がある｡ また, 戦後の湖沼干拓は食糧増産のための農地造成に置かれていたが, その後の
産業構造の変化や農業人口の減少によって, 干拓入植の営農問題など, なお諭ずべき問題も残されている｡
しかしこれらは今後の著者の研究に侯つとして, 著者が本論文において, わが国の湖沼干拓について綜合
的な研究を行なった努力は誠に多とすべきであ り, また現在実施されつつある干拓計画に対しても, 寄与
するところが少なくないであろう｡ よって本論文は文学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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